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学位論文内容の要旨 

愛 知 学 院 大 学  

論 文 提 出 者   桑 島  隆 二  

論 文 題 目 

臨 床 動 作 法 の リ ラ ク セ ー シ ョ ン 効 果 に 関 す る 研 究  

 

(論 文 内 容 の 要 旨 )  

本 研 究 は ， 臨 床 動 作 法 の 心 理 生 理 学 的 メ カ ニ ズ ム に つ い て 臨 床 動 作 法 リ ラ

ク セ ー シ ョ ン の 観 点 か ら 検 討 し た 。 臨 床 動 作 法 は ， 臨 床 現 場 に お け る 実 践 を

重 視 す る 多 く の セ ラ ピ ス ト に よ っ て 治 療 実 績 が 残 さ れ て き た 。 ま た ， そ の よ

う な 治 療 実 績 に 端 を 発 し た 事 例 研 究 が 積 み 重 ね ら れ る こ と に よ り ， 臨 床 動 作

法 は さ ら な る 発 展 を 遂 げ て き た 。 し か し な が ら ， そ の 一 方 で ， 臨 床 動 作 法 は

身 体 に ど の よ う な 影 響 を 及 ぼ し て い る の か ， 治 療 効 果 を 発 揮 す る メ カ ニ ズ ム

は ど の よ う な も の で あ る の か ， と い う 科 学 的 な 検 討 は あ ま り 行 わ れ て こ な か

っ た よ う に 思 わ れ る 。 こ れ に つ い て は ， 臨 床 動 作 法 が 治 療 効 果 に 重 き を 置 く

傾 向 が 強 い こ と に よ り ， 例 え ば ， 生 理 指 標 な ど を 用 い た 基 礎 的 な 研 究 に あ ま

り 関 心 が 向 け ら れ に く か っ た こ と が 理 由 で は な い か と 考 え ら れ る 。 今 日 ， 臨

床 動 作 法 は 様 々 な 種 類 の 症 状 に 対 し て 治 療 効 果 を 発 揮 す る よ う に な っ た 。 し

か し ， そ の よ う な 臨 床 効 果 の 背 景 に 共 通 す る 心 理 生 理 学 的 メ カ ニ ズ ム は 何 で

あ る の か と い う 取 り 組 み の 困 難 さ も ， 基 礎 的 な 研 究 が 行 わ れ に く く な っ て し

ま っ た 原 因 の ひ と つ で あ る と 考 え ら れ る 。 そ こ で 本 研 究 は ， 臨 床 動 作 法 の 心

理 生 理 学 的 な メ カ ニ ズ ム を 基 礎 的 な 観 点 か ら 検 討 す る に あ た り ，1）ス ト レ ス

マ ネ ジ メ ン ト 技 法 と し て の 有 効 性 の 調 査 ，2）臨 床 動 作 法 心 理 反 応 評 価 尺 度 の
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開 発 ， 3） 臨 床 動 作 法 リ ラ ク セ ー シ ョ ン の 心 拍 変 動 （ H RV） に よ る 分 析 ， を

実 施 し た 。  

具 体 的 に ， 第 2 章 で は ス ト レ ス マ ネ ジ メ ン ト と し て の 臨 床 動 作 法 の 有 効 性

を 子 育 て 支 援 サ ー ク ル に て 検 討 す る こ と を 目 的 と し た 。3 6 名 の 参 加 者 を 無 作

為 に 2 つ の グ ル ー プ に 分 け ， 一 方 の グ ル ー プ に は 臨 床 動 作 法 を 実 施 し ， 他 方

に は 通 常 行 う レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 手 遊 び と 絵 本 読 み 聞 か せ 等 ） を 実 施 し た 。

各 々 の 実 施 前 後 で 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 尺 度（ S R S - 1 8）を 測 定 し た ．そ の 結 果 ，

S R S - 1 8 の 下 位 尺 度（ 抑 う つ・ 不 安 ，不 機 嫌 ・怒 り ，無 気 力 ）お よ び そ の 合 計

得 点 に つ い て グ ル ー プ （ 臨 床 動 作 法 ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン ） ×実 施 （ 前 ・ 後 ）

の 分 散 分 析 を 行 っ た と こ ろ ， い ず れ の 得 点 に も 有 意 な 交 互 作 用 が み ら れ ， 臨

床 動 作 法 を 実 施 し た グ ル ー プ は ”抑 う つ ・ 不 安 ”， ”不 機 嫌 ・ 怒 り ”， ”無 気 力 ”

お よ び 合 計 得 点 が 有 意 に 低 下 し た （ い ず れ も ， p  < . 0 0 1）。 以 上 の こ と か ら 臨

床 動 作 法 は ， 子 育 て 支 援 サ ー ク ル に お け る ス ト レ ス マ ネ ジ メ ン ト 技 法 と し て

有 効 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

ま た ， 第 3 章 で は 臨 床 動 作 法 の リ ラ ク セ ー シ ョ ン 課 題 と 軸 づ く り 課 題 に よ

っ て 引 き 起 こ さ れ る 心 理 的 反 応 を 評 価 す る 尺 度 を 開 発 し た 。 検 討 1 で は 学 生

2 8 4 名 に 対 し 3 0 項 目 か ら な る 質 問 紙 調 査 を 実 施 し 因 子 分 析 に よ っ て「 身 体 へ

の 気 づ き 」，「 安 心・安 静 」，「 意 欲・ 活 気 」の 3 因 子 1 5 項 目 が 抽 出 さ れ た（ α

= . 9 4 ,  . 9 5 ,  . 9 3）。 検 討 2 で は リ ラ ク セ ー シ ョ ン と 軸 づ く り 課 題 を 実 施 し て 前

後 の 変 化 値 を 検 討 し た 。 こ の 際 ， B o d y  a w a r e n e s s 尺 度 ， リ ラ ク セ ー シ ョ ン

評 価 尺 度 短 縮 版 ， 活 気 因 子 （ P O M S 日 本 語 版 ） を 併 せ て 実 施 し た と こ ろ ， 抽

出 さ れ た 3 因 子 と の 間 に 有 意 な 正 の 相 関 が み ら れ た 。 検 討 3 で は 尺 度 の 再 現

性 を 検 討 す る た め に ， a） リ ラ ク セ ー シ ョ ン 課 題 群 ， b） 軸 づ く り 課 題 群 ， c）
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対 照 群 に お け る 反 応 を 検 討 し た 。 a）で は「 安 心 ・安 静 」が 有 意 に 増 加 し ， b）

で は 「 意 欲 ・ 活 気 」 が 上 昇 し た 。 以 上 の 結 果 か ら ， 臨 床 動 作 法 に お け る 心 理

的 反 応 評 価 尺 度 は 内 的 整 合 性 ， 基 準 関 連 妥 当 性 ， 再 現 性 （ 信 頼 性 ） を 有 す る

こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 第 4 章 で は ， 臨 床 動 作 法 リ ラ ク セ ー シ ョ ン が 心 拍 変 動 （ H R V） の 分 析 に よ

っ て 評 価 さ れ た 心 臓 自 律 神 経 活 動 を 増 加 さ せ る か ど う か を 検 討 し た 。 子 育 て

支 援 サ ー ク ル の 参 加 者 4 0 名（ 男 性 1 6 名 ，女 性  2 4 名 ，平 均 年 齢 3 1 . 2 歳 ，S D  

= 3 . 9） を 無 作 為 に 2 つ の グ ル ー プ に 分 け ， 一 方 の グ ル ー プ に は 臨 床 動 作 法 を

実 施 し ， 他 方 は 安 静 待 機 と し た 。 臨 床 動 作 法 群 に は 「 躯 幹 の 捻 り 」 と 「 顔 の

弛 め 」の 2 つ の 動 作 課 題 を 各 5 分 間 ，計 1 0 分 間 実 施 し ，対 照 群 は 1 0 分 間 安

静 待 機 を し た 。 心 電 図 （ E C G） は ， 実 施 前 5 分 間 ， 実 施 5 分 間 測 定 し た 。 こ

の 際 ， 実 施 前 と 実 施 後 に お い て ， 臨 床 動 作 法 心 理 反 応 評 価 尺 度 （ S - D o h s a）

に 記 入 し た 。結 果 は ，H RV の H F 成 分 p o w e r が 対 照 群 と 比 較 し て 臨 床 動 作 群

に お い て 有 意 に 増 加 し た （ p  =  . 0 3 3）。 さ ら に ， S - D o h s a 下 位 尺 度 “ 安 心 ・ 安

静 ” 得 点 も ， 対 照 群 と 比 較 し て 臨 床 動 作 法 群 に お い て 有 意 に 増 加 し た （ p  

=  . 0 0 1）。こ の 結 果 か ら ，臨 床 動 作 法 に よ る リ ラ ク セ ー シ ョ ン は 主 観 的 リ ラ ク

セ ー シ ョ ン 反 応 を 顕 著 に 増 加 さ せ ， こ の 際 ， 心 臓 副 交 感 神 経 活 動 が 増 加 す る

こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 本 研 究 で は ， 臨 床 動 作 法 は ス ト レ ス マ ネ ジ メ ン ト 技 法 と し て 有 効 で あ る こ

と が 示 さ れ た 。 子 育 て 支 援 サ ー ク ル の よ う な 地 域 活 動 に ペ ア リ ラ ク セ ー シ ョ

ン に よ る 臨 床 動 作 法 を 適 用 す る こ と は ， 参 加 者 の ス ト レ ス 低 減 に 役 立 つ と 考

え ら れ る 。 参 加 者 は ， 臨 床 動 作 法 に よ っ て 体 験 の 変 化 が 生 じ ， そ れ に 伴 っ て

リ ラ ク セ ー シ ョ ン 効 果 が も た ら さ れ た の で は な い だ ろ う か 。 子 育 て 支 援 サ ー
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ク ル 以 外 の 集 団 に 対 す る 臨 床 動 作 法 の 適 用 場 面 と し て は ， 高 齢 者 に 対 す る 市

民 講 座 ， 災 害 に よ る 避 難 所 な ど が 報 告 さ れ て い る 。 高 齢 者 に 動 作 法 を 実 施 す

る こ と で ，外 出 や 他 者 と の 交 流 の 増 加 な ど 生 活 様 式 の 変 化 が 報 告 さ れ て い る 。

ま た 災 害 に よ る 避 難 所 で は ， 動 作 法 を 実 施 す る こ と に よ り 被 災 者 の 行 動 が

徐 々 に 活 性 化 し た こ と が 報 告 さ れ て い る 。 臨 床 動 作 法 は 被 災 者 の 不 安 を 軽 減

し 活 力 を も た ら す こ と が で き る と 考 え ら れ る 。 こ の よ う に 臨 床 動 作 法 は ， 本

研 究 に お け る 子 育 て 中 の 母 親 ， 高 齢 者 ， 被 災 者 な ど 性 質 の 異 な る 各 集 団 に 対

し 適 用 可 能 で あ る こ と か ら ， ス ト レ ス マ ネ ジ メ ン ト 技 法 と し て 有 用 で あ る と

い え よ う 。  

本 研 究 で は ， 臨 床 動 作 法 に よ る リ ラ ク セ ー シ ョ ン ， 活 気 ， 身 体 へ の 気 づ き

の 3 点 か ら 評 価 で き る 心 理 的 反 応 評 価 尺 度 を 開 発 し た 。 臨 床 動 作 法 に は リ ラ

ク セ ー シ ョ ン と 軸 づ く り の ア プ ロ ー チ が あ り ， リ ラ ク セ ー シ ョ ン に お い て は

リ ラ ク セ ー シ ョ ン 反 応 ， 軸 づ く り に お い て は 活 気 反 応 が 生 起 さ れ る こ と が そ

れ ぞ れ 報 告 さ れ て い る 。 臨 床 現 場 で は ， リ ラ ク セ ー シ ョ ン と 軸 づ く り の ア プ

ロ ー チ が 様 々 に 組 み 合 わ さ れ て 実 施 さ れ る 。 そ の た め ， 本 尺 度 に て 心 理 的 反

応 を 測 定 す る こ と に よ り ， リ ラ ク セ ー シ ョ ン と 軸 づ く り の そ れ ぞ れ に ど の 程

度 効 果 が あ っ た の か を 評 価 す る こ と が で き る 。 さ ら に ， リ ラ ク セ ー シ ョ ン と

軸 づ く り の ど ち ら に お い て も ， 身 体 感 覚 の 変 化 は 生 起 さ れ る こ と が 報 告 さ れ

て お り ， 本 尺 度 で は 身 体 感 覚 の 変 化 も 測 定 す る こ と が で き る た め ， 臨 床 動 作

法 の 効 果 を 多 角 的 に 評 価 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た ， 本 尺 度 は 妥 当 性 が 確

認 さ れ て い る た め ， 今 後 ， 様 々 な フ ィ ー ル ド で 実 施 さ れ る 臨 床 動 作 法 の 効 果

測 定 に お い て 活 用 で き る と 考 え ら れ る 。  

臨 床 動 作 法 の 現 場 で は ， リ ラ ク セ ー シ ョ ン と 軸 づ く り の 2 つ の ア プ ロ ー チ
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が 様 々 に 組 み 合 わ さ れ て 実 施 さ れ る が ），本 研 究 で は リ ラ ク セ ー シ ョ ン と 軸 づ

く り を 分 け て 検 討 し た 。 リ ラ ク セ ー シ ョ ン は 緊 張 状 態 の 弛 緩 ， 軸 づ く り は 適

切 な 筋 緊 張 を そ れ ぞ れ 目 的 と し て お り ， 性 質 の 相 反 す る 2 つ の ア プ ロ ー チ が

組 み 合 わ さ れ て い た こ と が ， 臨 床 動 作 法 に よ る 治 療 効 果 の メ カ ニ ズ ム の 解 明

を 困 難 な も の と し て い た 。 そ こ で 本 研 究 は ， 性 質 の 相 反 す る 2 つ の ア プ ロ ー

チ を 別 々 に 扱 い ，リ ラ ク セ ー シ ョ ン と 軸 づ く り に 対 応 し た 心 理 尺 度 を 開 発 し ，

臨 床 動 作 法 リ ラ ク セ ー シ ョ ン に よ る 心 理 生 理 学 的 メ カ ニ ズ ム を 検 討 し た 。  

最 後 に ， 本 研 究 で は 臨 床 動 作 法 リ ラ ク セ ー シ ョ ン の 治 療 効 果 と し て 自 律 神

経 機 能 の 変 化 が あ る と の 仮 説 に 基 づ い て 心 拍 変 動 （ H RV） を 測 定 し ， 実 際 に

H F 成 分 p o w e r の 増 加 が み ら れ た 。 こ の こ と か ら ， 臨 床 動 作 法 リ ラ ク セ ー シ

ョ ン は 副 交 感 神 経 活 動 を 増 加 さ せ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 ま た ， 本 研 究 に て 開

発 さ れ た 臨 床 動 作 法 心 理 的 反 応 評 価 尺 度 （ S - D o h s a） の 下 位 尺 度 “ 安 心 ・ 安

静 ” 得 点 も 有 意 に 増 加 し た 。 こ の よ う に ， 心 理 お よ び 生 理 の 両 面 か ら リ ラ ク

セ ー シ ョ ン 反 応 が み ら れ た こ と は ， 臨 床 動 作 法 リ ラ ク セ ー シ ョ ン に よ る 心 身

へ の 実 際 的 な 効 果 を 示 唆 し て い る と 言 え よ う 。  

 

 

 

 

 

 

 


